
生
命
の
起
源
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
！

光
学
異
性
体
の
解
明

東京理科大学理学部第一部応用化学科教授。中国・吉林大学
客員教授。東京大学大学院理学研究科博士課程修了。日本学
術振興会奨励研究員、アメリカ・University of North Carolina 
at Chapel Hill博士研究員、東京理科大学理学部専任講師、同
助教授を経て教授、現在に至る。日本化学会学術賞（2000年）、
モデナ科学文学芸術アカデミー賞（2003年）、科学技術分野
の文部科学大臣表彰・科学技術賞・研究部門（2007年）、日本化
学会賞（2011）、紫綬褒章（2012年）など受賞歴多数。

東京理科大学
理学部第一部
工学部第一部

工学部第二部 

薬学部
理工学部
基礎工学部
経営学部
理学部第二部

人
工
衛
星
で
撮
影
し
た

台
風
、葉
っ
ぱ
の
上
の
カ
タ
ツ

ム
リ
、
ら
せ
ん
状
に
薄
紅
の

花
が
咲
く
ね
じ
花
。
照
明
を

落
と
し
た
薄
暗
い
教
室
で
、

大
小
７
台
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
に
画
像
が
次
々
と
映
し

出
さ
れ
る
。

「
台
風
は
北
半
球
で
は
反

時
計
回
り
で
す
が
、
南
半
球

で
は
逆
回
転
に
な
り
ま
す
。

カ
タ
ツ
ム
リ
の
貝
に
は
右
巻

き
と
左
巻
き
が
、
ね
じ
花
に

は
右
回
り
と
左
回
り
が
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
鏡
に
う
つ
し
た

よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
ま

す
」
。
壇
上
で
本
日
の
講
義

を
担
当
す
る
硤
合
憲
三
先

生
が
説
明
を
は
じ
め
た
。

応
用
化
学
科
１
年
生
対

象
の「
化
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」

の
講
義
。同
学
科
で
研
究
室

を
持
つ
先
生
方
が
一
講
ず
つ

講
義
を
担
当
し
て
、

自
身
の
研
究
内
容

を
紹
介
す
る
。今
日

の
講
義
は
硤
合
先

生
の「
不
斉
自
己
触

媒
反
応
と
不
斉
の

起
源
」
。
カ
タ
ツ
ム

リ
と
有
機
化
学
に

何
の
関
係
が
あ
る
の

だ
ろ
う
と
い
う
表
情

で
、
学
生
た
ち
は
ス

ラ
イ
ド
に
見
入
っ
て

い
る
。

や
が
て
画
像
が

切
り
替
わ
り
、
炭
素
原
子
の

構
造
式
が
映
し
出
さ
れ
た
。

二
つ
の
式
が
あ
り
、
真
ん
中

は
鏡
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。よ

く
似
た
式
だ
が
、
二
つ
の
式

は
鏡
で
映
し
た
よ
う
な
形
に

な
っ
て
い
る
。ま
る
で
巻
き
方

が
正
反
対
の
カ
タ
ツ
ム
リ
や

ね
じ
花
の
よ
う
に
。

「
こ
の
二
つ
は
実
像
と
鏡

像
の
関
係
に
あ
り
ま
す
が
、

重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
右
手
と
左
手
は
左

右
対
称
で
す
が
、
平
面
状
で

ぴ
っ
た
り
と
重
ね
合
わ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
と
同
じ
。

こ
の
よ
う
に
実
像
と
鏡
像
の

関
係
に
あ
る
物
質
を
光
学

異
性
体
と
い
い
ま
す
。
そ
の

不
思
議
な
働
き
と
起
源
に
つ

い
て
最
新
の
研
究
を
紹
介
し

ま
す
」

実
像
と
鏡
像
の
関
係
に

あ
り
、
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
関
係
を
不
斉

（
キ
ラ
ル
）
と
い
う
。
代
表
的

な
例
が
L-

ア
ミ
ノ
酸
と
D-

ア
ミ
ノ
酸
で（
図
１
）
、
生
物

を
構
成
す
る
物
質
に
は
、
不

斉
の
関
係
に
あ
る
も
の
が
多

い
。こ
の
よ
う
な
物
質
を
光

学
（
鏡
像
）
異
性
体
と
い
う
。

不
斉
の
大
き
な
特
徴
は
、
必

ず
そ
の
一
方
だ
け
で
成
り

立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

例
え
ば
、
細
菌
や
微
生
物
を

含
む
地
球
上
の
す
べ
て
の
生

き
物
は
、
必
ず
L-

ア
ミ
ノ
酸

だ
け
で
タ
ン
パ
ク
質
を
構
成

し
て
い
る
。
L
体
と
D
体
の

ア
ミ
ノ
酸
が
結
合
す
る
と
、

構
造
の
異
な
る
別
の
タ
ン
パ

ク
質
に
な
り
、
酸
素
反
応
が

正
常
に
機
能
し
な
く
な
る
か

ら
だ
。
不
斉
と
は
生
命
を
維

持
す
る
た
め
の
合
理
的
な
仕

組
み
な
の
で
あ
る
。

「
食
物
の
う
ま
味
成
分
で

あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
塩
も
L
体
と
D
体
で
は

味
が
異
な
り
ま
す
。医
薬
品

も
不
斉
の
関
係
に
あ
る
も
の

は
薬
理
効
果
が
異
な
っ
て
き

ま
す
。以
前
は
L
体
と
D
体

が
混
ざ
っ
た
医
薬
品
も
あ
り

ま
し
た
が
、
副
作
用
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、現
在

で
は
必
ず
片
方
の
物
質
だ
け

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
」

人
々
の
生
活
に
か
か
わ
る

身
近
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
、

学
生
の
興
味
を
か
き
た
て
て

い
く
。

不
斉
の
も
う
一
つ
の
特
徴

は
、合
成
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

生
成
物
を
触
媒
と
し
て
、
自

己
複
製
・
増
殖
を
繰
り
返
し

て
い
く
こ
と
だ
。こ
れ
を
不
斉

自
己
触
媒
反
応
と
い
い
、
硤

合
先
生
の
重
要
な
研
究

テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
不
斉

関
係
に
あ
る
物
質
が
化
学

反
応
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、

も
と
も
と
多
く
含
ま
れ
て
い

る
方
が
極
端
に
増
殖
し
て
い

く
と
い
う
。「
他
に
触
媒
が
な

い
の
に
、こ
れ
だ
け
自
己
増

殖
す
る
の
は
非
常
に
珍
し
い
」

と
硤
合
先
生
は
強
調
す
る
。

不
斉
の
起
源
に
つ
い
て
は
、

現
在
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
解
明
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
現
在
分
か
っ
て
い
る
も
の

の
一
つ
は
、
宇
宙
か
ら
地
球

に
送
ら
れ
て
く
る
光
に
含
ま

れ
る
円
偏
光
、
も
う
一
つ
は

携
帯
電
話
に
も
使
わ
れ
て
い

る
水
晶
で
あ
る
。
円
偏
光
に

は
右
巻
き
と
左
巻
き
が
、
水

晶
に
は
左
水
晶
と
右
水
晶

と
い
う
不
斉
の
関
係
が
あ
る
。

不
斉
自
己
触
媒
反
応
を
使

う
こ
と
で
、
円
偏
光
や
水
晶

が
不
斉
の
起
源
と
な
り
え
る

こ
と
を
証
明
で
き
る
と
い
う
。

「
地
球
上
の
生
物
は
、L-

ア
ミ
ノ
酸
の
よ
う
に
、不
斉
の

片
方
の
物
質
だ
け
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
れ
な
ら
不
斉

の
物
質
が
ど
の
よ
う
に
し
て
で

き
た
の
か
を
調
べ
れ
ば
、生
物

が
な
ぜ
そ
う
し
た
構
造
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
分
か

る
で
し
ょ
う
。不
斉
起
源
の
解

明
は
、生
命
の
起
源
を
探
る

手
が
か
り
に
も
な
る
の
で
す
」

微
小
な
化
学
反
応
の
話

か
ら
、い
つ
し
か
話
題
は
生

命
の
起
源
と
い
う
壮
大
な

テ
ー
マ
へ
。
有
機
化
学
の
不

思
議
さ
、
奥
深
さ
に
、
目
を

輝
か
せ
る
学
生
の
様
子
が
印

象
的
だ
っ
た
。

硤合 憲三先生

［ 沿革・歴史 ］
　1881年、東京大学を卒業した21名の理学士たちが設立した「東京物理学講
習所」（2年後「東京物理学校」に改称）が理科大の前身です。当時は自由民権
運動が盛んな時期で、理学は軽んじられる傾向にありました。しかし、「理学の
普及を以て国運発展の基礎とする」という建学の精神を掲げ、これまでに多く
の卒業生を輩出し、日本の近代化に大きな貢献を果たしてきました。
　創立以来130余年が経過した今も、「実力をつけた者しか卒業させない」と
いう実力主義を貫き、現在も指定科目の単位取得が進級の条件となる「関門
制度」に受け継がれ、8学部33学科、大学院は11研究科31専攻を擁する私立
最大級の理工系総合大学として発展し続けています。
　キャンパスも神楽坂（東京都）、野田（千葉県）、長万部（北海道）、久喜（埼
玉県）と広がっており、さらに2013年4月には葛飾キャンパス（東京都葛飾区）
が誕生します。

本紙に掲載した大学（私立大学のみ）の案内資料は、P32のハガキ、または東進のウェブサイトwww.toshin.comから請求できます。

決
し
て
重
な
り
合
わ
な
い

実
像
と
鏡
像

重
な
る
こ
と
の
な
い
不
斉
が

生
命
活
動
を
維
持
す
る
重
大
要
素

不
斉
の
始
ま
り
を
知
る
こ
と
が

生
命
の
起
源
を
解
く
カ
ギ
に岩﨑 陸さん（右）

理学部第一部 応用化学科１年
将来、医薬品にかかわる仕事をしたいと
思っているので、生体内におけるアミノ酸
の働きや医薬品の生成についてのお話は
とても参考になりました。４年次の研究室
選択では、硤合先生の研究室も目標の一
つにするつもりです。

桜庭 真依子さん（中央）
理学部第一部 応用化学科１年
触媒や生成の段階につい
ての知識がなければ、新し
いものは作れないという
ことを知る良い機会にな
りました。今後は関連する
本を読んでさらに理解を
深めていきたいと思いま
す。

大谷 英嗣さん（左）
理学部第一部 応用化学科１年
同じアミノ酸L体とD体では、分子量など
はほとんど同じなのに、人の身体には片
方しか存在しないということに興味を覚
えました。有機化学を学びたいと思ってい
たので、２年次の履修の参考にしたいと思
います。

［ オープンキャンパス情報 ］

話 題 の 講 義 ライブ
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Today’s Program 化学のフロンティア

東京理科大学
理学部第一部 応用化学科

光
学
異
性
体
に
関
す
る
最
新
の
研
究
に
触
れ
、医
薬
品
や
食
品
な
ど
身
近
な
物
質
の
構
造
か
ら
、生
命
の

起
源
ま
で
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
。

応
用
化
学
科
教
員
ら
の
研
究
内
容
を
紹
介
す
る
オ
ム
ニ
バ
ス
講
義
。今
回
の
講
義
テ
ー
マ
は「
不
斉
自
己
触

媒
反
応
と
不
斉
の
起
源
」
。生
体
を
構
成
す
る
光
学
異
性
体
の
特
徴
と
、そ
の
起
源
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

醍
醐
味

講
義
の
流
れ

2012年８月７日（火）　野田キャンパス
2012年８月８日（水）　神楽坂キャンパス（神楽坂校舎・九段校舎）
2012年１１月３日（土・祝）　久喜キャンパス
開催時間10:00～16:00（神楽坂キャンパスのみ9:30～15:00）
※詳細は、大学ホームページをご覧ください。

資料の請求および
お問い合せ先

URL http://www.tus.ac.jp/　　e-mail nyugaku@admin.tus.ac.jp 
東京理科大学　入試センター　　〒１６２-８６０１　東京都新宿区神楽坂１-３
TEL：03-5228-8092  FAX：03-5228-8093

4.26.Thu.  at  Kagurazaka 
9:00～10:30

硤合 憲三  教授

重ね合わせることができない不斉(キラル)の関係にある代表
的な例、L-アミノ酸とD-アミノ酸。

COOH

L－アミノ酸 D－アミノ酸鏡

COOH

NH2 NH2H H

R R

そ　あい 　けんそう

そ
　　あ
い
　け
ん

そ
う
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